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・同内容で、11月19日厚生委員会へ報告することで了承された。

・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

第三期帯広市障害者計画　原案の概要は下記のとおり

第１章　計画の策定にあたって
・第三期帯広市障害者計画策定の趣旨及び目的、計画の位置付け、計画の期間を示している。

第２章　障害のある人の状況
・本計画における障害のある人の対象範囲や帯広市における障害のある人の人数と人口に占める割合を記載。障害のある人を
支援するための制度が充実するなか、取り巻く環境やニーズは多様化している状況である。

第３章　これまでの経過と課題
・第二期計画の期間中の取り組みと評価、市民の意見等を計画に反映するために実施したアンケート調査における主な回答や
市民意見交換会で寄せられた意見を踏まえた課題の整理を記載している。

第４章　計画の推進を通してめざすもの
・本市における課題を踏まえ、共生社会の実現を目指すため、引き続き「人にやさしいまち、人がやさしいまち」を基本理念とし、
障害や障害のある人に対する正しい理解のもと人権が尊重され、多様な個性を強みとして認め合い、自己選択と自己決定のも
とに社会のあらゆる活動に参加できる地域となることを目標としている。
・この目標を実現するために、３つの基本的な視点のもと８つの施策で展開していく。

第５章　施策の展開
・８つの施策の主な取り組みを記載しており、その中で「重点的な推進項目」として、市民や関係機関の意見や帯広市地域自立
支援協議会の計画策定部会での議論を踏まえ、この計画期間中にそれぞれの施策の取り組みを進めるなかで、特に横断的か
つ重点的に取り組みを進める必要がある項目として定めている。

第６章　計画の推進のために
・各関係機関、関係部署等との連携のもと、協働して計画の推進を図り、進捗状況は定期的に分析・評価し、帯広市健康生活支
援審議会や帯広市地域自立支援協議会に報告していく。
・計画の取り組みの進捗状況等を図るために指標を設定し、ＰＤＣＡサイクルにより効果的に施策を進めていく。

令和元年度　第10回全体庁議（11月11日開催）

（10）第三期帯広市障害者計画（原案）について［保健福祉部］審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　令和２年度から令和５年度までを計画期間とする第三期帯広市障害者計画の策定にあたり、原案を作成し、11月19日の厚生
委員会に報告するもの。

・令和元年11月　　 厚生委員会報告（原案）
・令和元年11～12月 パブリックコメント
・令和２年２月　　 厚生委員会報告（計画案）
・令和２年３月　　 成案


